





























るよ」と、先生が声をかけて下さった。そこで私は、Ernst Cassirer の  „Das 
























































て、Alexander von Humboldt 財団の研究奨学生試験に応募することにした。そして先
生に推薦状をお願いした。すると、先生は、ドイツに勉強に行こうと決心したことは
とてもよいことだとおっしゃって、すぐに推薦状を書いて下さった。そのおかげも
あって私は首尾よく研究奨学生に採用され、そして約二年にわたってクザーヌス研
究所で勉学することができた。帰国してほどなく、感謝の意を込めてミュンヘン大学
前の広場の光景を描いた 19 世紀末のエッチングをお届けすることとした。しかしう
かつなことに、その広場名を――購入した古書店からは聞いたのだ――想い出すこ
とができなかったので、そのままにして「ミュンヘン大学前の広場の光景です」とし
て永井先生にお届けしたのである。すると、先生から（拙論の抜き刷りをお送りする
場合と同じく）直ちにご返事を頂いたのだが、先生はその礼状のなかに「「ミュンヘ
ン大学前の広場の光景」のエッチングをありがとうございました」と記して来られた
のだ。私は自分のうかつさを先生に教えられた思いがした。むやみに焦ることなく、
広場名をしっかりと確認した上で先生にお届けするべきだったのだ。調べられるこ
19 
とはとことん調べてから結論を出すのが学者としての最小限のわきまえであること
を、先生から教えられたのである。 
そこで調べてみたら、現在その広場は Geschwister-Scholl-Platz（ショル兄妹広場）
と名づけられており、ナチ時代の末期にナチ抵抗運動に加わって処刑された有名な
ショル兄妹を記念する名称であることが分かった。いつか先生に「あの広場は
Geschwister-Scholl-Platz でした」と直接にお伝えしなければと思いつつも、私の怠慢
でそれを果たさないうちに、先生とお別れすることになってしまった。 
 調べるべきことはとことん調べた上で結論を出すべし、という永井博先生に教え
て頂いた方法を保持することが、先生のお教えに報いることだと肝に銘じつつ、ささ
やかな研究を続けているところである。 
 
（やまき・かずひこ 早稲田大学商学部教授） 
